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海岸を埋め尽くすごみ （和歌山県 友ヶ島）



海岸を埋め尽くすごみ （京都府 由良海岸）



東京・荒川河口を埋め尽くすペットボトル

（撮影：NPO法人荒川クリーンエイドフォーラム）



愛知・庄内川河口を埋め尽くすペットボトル

（出典：NPO法人荒川クリーンエイドフォーラム）



淀川・中流部にも大量のペットボトルが漂着



京都府中部・丹波山地に源を発する桂川の亀岡市
域での呼称。下流には嵐山があり、保津川下りや
嵯峨野トロッコ列車など多くの観光客が訪れる。
• 国の天然記念物アユモドキなど、希少生物が

多数生息。
• しかし、近年は水質悪化やプラスチックごみ

の増加など、環境問題が深刻化。

保津川（桂川）について





保津峡に漂着したごみ



川のごみの多くは生活ごみ



船頭さんによる危険な岩場での清掃活動



こども海ごみ探偵団の調査のようす



保津峡における漂着ごみの組成（上位20品目）
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保津川のシート系ごみ
調査日 2018年12月17日・20日
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オンラインごみマップによるモニタリング



水辺のごみの評価指標～ごみの密度とレベル
水辺の散乱ゴミの指標評価手法(海岸版)

密度 ゴミ袋の数量
（袋） 回収した際のゴミのかさ容量の表現として

かさ容量
（ℓ）

0 0 （自然物を除いて）全くゴミがない 0

TT 1/10以下 500mLのペットボトルが1～2本分程度 1.25

T 1/10～1/5 500mLのペットボトルが3～4本分程度 2.5

1 1/5～1/3 2Lのペットボトルが2本分程度 5

2 1//3～1 2Lのペットボトルが4本分程度，200～350mLの飲料缶が15本分程度 10

3 1 2Lのペットボトルが8本分程度，200～350 mLの飲料が30本分程度，ポリタンクが1
本分程度

20

4 2 2Lのペットボトルが16本分程度，ポリタンクが2本分程度 40

5 4 2Lのペットボトルが32本分程度，みかん箱が3個分程度 80

6 8 ドラム缶が1本分未満 160

7 16 ドラム缶が1.5本分未満 320

8 32 ドラム缶が3.0本分未満程度 640

9 64 1m3メートル程度 1280

10 128 軽トラで1台分程度 2560





亀岡市篠町における河川ごみのモニタリング

River Litter Mapping System

年谷川

鵜ノ川

西川とその支流
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保津川支流域のごみ分布（京都府亀岡市篠町内）

西川水系に、９０.３％のごみが集中
➢ しかし、ほとんどの地点でごみの密度は低い
➢ 集中的に清掃活動を行うことで、大きな成果が期待できる

オンラインごみマップによるモニタリング



ごみマップ調査～その後

20Lごみ袋×10袋
粗大ごみなし
（2016.8）

20L土嚢袋×190袋
その他粗大ごみ多数

（2011.1）



プラスチックごみ削減に向けた
取り組みを表明している自治体

自治体名 宣言名 時期 内容

神奈川県 かながわプラごみゼロ宣言 2018/09

市町村・企業・県民にプラスチッ
ク製ストローやレジ袋の利用廃
止・回収等を呼びかけ、2030年ま
でにプラごみゼロを目指す

鎌倉市 かまくらプラごみゼロ宣言 2018/10
プラごみゼロ宣言をしている県と
連携し、レジ袋やプラスチック製
ストローの利用廃止等を推進

亀岡市
かめおかプラスチックごみ
ゼロ宣言

2018/12

国内初のプラ製レジ袋使用禁止の
条例化（2020年度）や2030年度
までのプラごみの100%リサイク
ルの実現

大阪府
大阪市

おおさかプラスチックごみ
ゼロ宣言

2019/01

公共施設での使い捨てプラスチッ
クごみの削減、大阪エコバッグ運
動の推進、新たなペットボトル回
収・リサイクルシステムの構築



出典：2019年12月13日 毎日新聞



「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」
に至るまで

1990年代 保津川にプラスチックごみが増えはじめる

2004年 保津川遊船ハートクリーン活動開始

2006年 保津川開削400年、保津川クリーン作戦開催

2007年 保津川遊船エコグリーン委員会・NPO法人プロジェクト保津
川設立

2009年 亀岡市第4次総合計画前期基本計画策定
➢「漂着ごみの発生抑制」に取り組むことを内陸部の自治体で初めて明記

2012年 第12回海ごみサミット亀岡保津川会議開催

2013年 川と海つながり共創プロジェクト設立

2017年 第3回川ごみサミット亀岡保津川会議開催
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インセンティブと規制
• デポジット制度
• 給水所
• レジ袋禁止
• マイクロビーズ禁止
• 風船禁止

コミュニティ
• 規制の遅れに対する、
地域での採用と社会的
免許

• 購買力を通じた市場へ
の影響力

国際的なガバナンス
• 世代間正義

• 人類の健康や生態系の
健全さに関する食料安
全保障や生物多様性規
制

• プラスチック利用の社会
的環境的意義

市場による解決
• 経済/市場とコミュニティ

を軸とした取り組みはと
もに解決方法の一部

• CSRを通じて企業は社会
的免許を受け取る教育による

エンパワーメント

CSRによる
プラスチック
削減

統合的政策
アプローチ
による変革

法的拘束力を
もつ合意による
国際的な指針

ガバナンスと意思決定へ
の科学からのサポート

“Governance Solutions to the Tragedy of the Commons That Marine Plastics Have Become” Joanna Vince and 
Britta D. Hardesty, Frontiers in Marine Science 2018 Vol.5をもとに筆者作成

海洋プラスチック汚染の解決には、規制・経済/市場・地域を基
盤とした取り組みを総動員する必要がある
ーすばやい対応のためのSocial Licenceの可能性




